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支援機器 Anklebot 

分類(ISO9999) 05：技能訓練用具 

試験相 第 4 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

脳卒中患者における、Anklebot を使用した麻痺足のトレーニングは効果的である 

研究デザイン 比較対照試験 

障害・疾患 片麻痺 

対象者・数 健常者 7 人 障害者 7 人 

主要アウトカム 課題の成功率 、短期運動適応（STMA：short-term motor adaptation）、短期運動学習（STML：

short-term motor learning）、治療応答の大きさ 

副次アウトカム 1 足首の角速度 

副次アウトカム 2 動きの円滑さ 

副次アウトカム 3 48 時間後のパフォーマンス 

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 有 

結果の概要 両軍ともにトレーニング後に成功率が有意に増加し、48 時間後も効果が持続した 健常者は 1

つのモーターの性能変数が変化しなかった 
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